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小児看護において､ 子どもが意思決定に参加
することは重要であり､ 欧米や英国で使用され


















A Concept Analysis of Shared Decision Making：
Practical Use of Shared Decision Making in Child Health Nursing
有 田 直 子 (Naoko Arita)＊
 
本研究では､ Shared Decision Making (ＳＤＭ) の概念を分析し､ 小児看護の実践や研究に活用する上で､ 有用な概
念かどうかを検討することを目的とした｡
Walker＆Avant (2008) の概念分析の手法を参考に分析を行った｡ 分析の結果､ ＳＤＭとは､ ｢意思決定に参加した二
人以上の者が､ 意思決定のプロセスを共有することであり､ さらにプロセスを共有しともに進むなかで生じる､ 参加者
間の相互作用の関係性である｣ と定義を導き出すことができた｡





The purpose of the present study is to analyze the concept of Shared Decision Making (SDM) in order to
consider whether SDM could be an effective concept for research and practice of child health nursing. The
analysis was conducted following the method of concept analysis of Walker & Avant(2008), resulting in a
definition of the concept：SDM is sharing the process of decision making between more than two persons
participating in decision making and relatedness of interactions between participants which is formed in
gradually progressing cooperative process. Based on this definition, consideration was made whether SDM is
effectively applicable to practice and research in child health nursing. As a result, points to notice were
deduced when a child participates in SDM empowered by their parents and nurses and doctors. It is concluded
that SDM could be a useful and profitable concept for practice and research for child health nursing if
















については､ ｢shared decision making｣ のキー
ワードを用いて､ CINAHL・MEDLINEで検索し､ 国














シートには､ 著者名､ 論文タイトル､ 掲載誌､

























に報告 (President's Commission for the Study
of Ethical Problems in Medicine and Biomedical
and Behavioral Research) され､ 相互の尊重と
パートナーシップを基盤としたプロセスである
と述べられていた (Brissら, 2004；Simonら,








2007；Charlesら, 1997, 1999)｡ Charlesらは






















た｡ Elwynら (2000a) は､ Towle＆Godolphin
(1999) の枠組みを参考に､ ＳＤＭの枠組みを
提案し､ 医師が患者の嗜好 (preference) を引
き出す必要性に焦点を当てていた｡ Towle＆
Godolphin (1999) やElwynら (2000) が提案した
枠組みは､ 後のＳＤＭの研究の枠組みとして使用









報､ エビデンスの提示､ 相互の一致など)､ 一
般的な性質 (少なくとも二人の参加者を含む､
協議／交渉､ 情報交換､ 相互の尊重など) を明
らかにしていた｡ Makoul＆Clayman (2006年) は､
ＳＤＭの概念を統合することで､ ＳＤＭの本質
的な実践的要素からなるモデルを提供した｡ ま






さらには辻 (2007) が､ ＳＤＭの概念分析を
行い､ 女性のリプロダクティブ・ヘルスを対象
とする助産実践への適応について検討していた｡
辻 (2007) は分析結果をもとにＳＤＭを､ ｢当
事者を巻き込みながら､ 当事者を含む関係者が
相互に影響しあう動的な決定のプロセス｣ と定
































































る (Charlesら, 1997, 1999；Elwynら, 2000；








2006)､ 協調､ 共感のある関係性 (橋本, 2000；
新保, 2003) であり､ 信頼関係や互いに尊重す







































































経済学､ 医学､ 倫理学) において､ 研究数が増















































好も異なり (Simonら, 2006)､ ＳＤＭは患者や



























































































(Gwynら, 1999)｡ このような状況の中､ 本当に
平等な関係が築けるのかどうかという疑問も指
摘されており (Makoulら, 2006)､ 今後検討し
ていかなければ課題である｡
３. 関連概念
関連概念として､ ｢自己決定｣ ｢意思決定｣ と
｢患者中心ケア｣ について述べる｡
心理学領域においてDeci (1980) が､ ｢自己






また ｢意思決定｣ については､ Noone (2002)
が､ ヘルスケアの意思決定について概念分析を
行っていた｡ Noone (2002) は意思決定とは､
｢主要となる選択肢からの選択､ ふさわしい解
決法の選択｣ と定義し､ この定義には ｢一番良
いあるいはもっとも理想的な解決がただ一つと
いう制限はしない｣ という内容も含まれていた｡













































































































していた (Arleneら, 2007)｡ 子どもとのＳＤＭ
は､ 自己信頼感を高め､ セルフマネジメントの
スキルを促進すると述べていた｡


































































ら, 2006) が､ 子どもの特殊さや特徴を検討す
ることで､ ＳＤＭが小児看護にも適応できる状















ら, 2006) を分析した結果､ ｢子どもが親と医
療者とともにＳＤＭに取り組む上で考慮する視
点｣ として､ ９点を整理することができた｡
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